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特別損失（減損損失）の計上と業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

 当社は、2022年３月期（2021年４月１日から 2022年３月 31日）において下記の通り固定資産の「減損

損失」を特別損失として計上するとともに、2022 年２月 14 日に公表しました通期業績予想と本日開示い

たします「2022年３月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」の通期業績実績値と、下記のとおり差異が発

生しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失（減損損失）の内容 

 当社が店舗展開する専門店事業において収益性の若干の低下により「固定資産の減損に係る会計基準」

に基づく減損の兆候が認められたことから 2022年 3月期決算において、当社が保有する店舗の固定資産

の帳簿価額を減額し、「減損損失」27百万円を特別損失に計上する判断に至ったものであります。 

 

２．業績予想と実績値の差異について 

（２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３,１７０ ８３ ８３ ２０ ５.５０ 

実      績         値  （Ｂ） ３,３４４ ８３ ８２ ５６ １５.６７ 

増     減         額（Ｂ－Ａ） １７４ ― △１ ３６  

増 減 率            （％） ５．５ ― △１．２ １８０  

前 期 実 績 （ 2021 年 ３ 月 期） ２,８７９ ７６ ８０ １５ ４．２１ 

（注）当社は 2021年 6月 25 日付で普通株式につき５株の割合をもって分割しております。 

   2021年 3月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を 

   算定しております。 

 

当社の主力事業である石油事業において、原油価格が上昇したことにより売上高は増加したものの

販売数量と燃料マージンが減少したことや、専門店事業においては、在庫確保が困難な状況により供

給不足が顕著化いたしました。しかしながら、不動産事業において、安定した賃料収入の獲得や 2022

年３月に売却決済した東京都世田谷区所在の販売用不動産の売却益 27 百万円を計上したことなど不

動産事業全体で営業利益が増加した為、営業利益全体では前回発表業績予想と同額となりました。こ

れらを要因に税引前当期純利益 61 百万円を計上し税効果会計適用による法人税等調整額を計上し、

当期純利益 56百万円となりました。 

 

                                             

                                           以 上 

 


